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６月は土砂災害防止月間です
わたしたちにできる土砂災害への備え

東栄町は急な斜面が多く土砂災害に直面するおそれがあります。

土砂災害から身を守るため日頃から備えておきましょう。

　 

が
け
崩
れ
｟
急
傾
斜
地
の
崩
壊
｠

　
が
け
が
突
然
崩
れ
落
ち

る
現
象
で
す
。
一
気
に
大

量
の
土
が
崩
れ
落
ち
て
く

る
た
め
発
生
し
て
か
ら
で

は
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

　 

土
石
流

　
大
雨
な
ど
で
水
と
土
砂

が
混
ざ
り
、
時
速
20
～
40

㎞
の
速
さ
で
勢
い
よ
く
谷

か
ら
流
れ
出
す
現
象
で
す
。

　 

地
す
べ
り

　
斜
面
が
広
い
範
囲
に
わ

た
っ
て
ゆ
っ
く
り
滑
り
落

ち
て
い
く
現
象
で
す
。
家

や
田
畑
や
生
え
て
い
る
木

も
一
緒
に
地
面
が
大
き

な
か
た
ま
り
で
動
き
ま
す
。

こ
ん
な
時
は

土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

•
が
け
や
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
出
来
る

•
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て
く
る

•
地
鳴
り
、
山
鳴
り
が
す
る

•
木
が
傾
く
、
木
が
裂
け
る
音
が
す
る

•
雨
が
降
り
続
い
て
い
て
も

　 

川
の
水
位
が
下
が
る

土
砂
災
害
の
種
類
を
知
る

　
サ
イ
ト
「
マ
ッ
プ
あ
い
ち
」
の
土
砂
災
害
情

報
マ
ッ
プ
で
は
、
愛
知
県
内
で
指
定
さ
れ
た

区
域
が
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
役
場
で
は

資
料
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
レ

ッ
ド
ゾ
ー
ン
内
で
は
新
た
に
建
物
を
建
築
す

る
際
に
は
安
全
な
構
造
か
ど
う
か
の
建
築
確

認
が
さ
れ
ま
す
。
開
発
行
為
は
基
準
に
従
い

許
可
が
必
要
で
す
。

自
宅
や
勤
務
先
は

安
全
で
し
ょ
う
か
？

　
都
道
府
県
で
は
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

き
、
が
け
崩
れ
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
の
危
険

が
あ
る
区
域
を
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
る

た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
現
在
お
住
い
の
土
地
が
区
域
に
指

定
さ
れ
て
も
、
居
住
に
制
限
が
か
か
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　 

東
栄
町
内
指
定
箇
所
数
内
訳

　
　
｟
令
和
２
年
３
月
末
｠

　
　
　
　
土
石
流
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０

　 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
｟
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
｠

　
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の
生

命
ま
た
は
身
体
に
危
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
区
域
で
す
。

市
町
村
は
住
民
へ
の
災
害
情
報
の
伝
達
や
避

難
が
早
く
で
き
る
よ
う
に
、
警
戒
避
難
体
制

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　 

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
｟
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
｠

　
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
建
築
物
の

損
壊
や
住
民
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
著
し
い

危
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
で
す
。

土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る

区
域
を
知
る

イ
ラ
ス
ト
:
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土
砂
災
害
防
止
広
報
セ
ン
タ
ー

マップあいち：https://maps.pref.aichi.jp/
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防
災
士
の
防
災
手
帳

広報とうえい  2020.6月号3

　

土
砂
災
害
は
発
生
し
て
か
ら
逃
げ
て

も
手
遅
れ
で
す
。
そ
し
て
命
に
関
わ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
早
め
の
避
難
と
、
避
難

の
た
め
の
情
報
収
集
が
大
切
で
す
。
こ

の
よ
う
な
時
に
私
が
見
る
の
は
、
気
象

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
降
水
短
時

間
予
報
」
と
い
う
画
面
で
す
。
現
在
か
ら

15
時
間
後
ま
で
の
予
想
が
、
雨
の
強
さ

に
よ
っ
て
色
分
け
さ
れ
て
地
図
上
に
動

画
で
示
さ
れ
る
の
で
、
今
後
の
雨
の
降

り
方
が
見
た
目
で
実
感
で
き
ま
す
。
雨

の
降
り
始
め
や
降
り
終
わ
り
、
強
ま
る

時
間
帯
が
予
想
で
き
て
、
日
々
の
生
活

で
も
と
て
も
役
に
立
ち
ま
す
。
普
段
か

ら
こ
の
画
面
に
慣
れ
て
お
く
事
を
お
勧

め
し
ま
す
。
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
こ
の
他
に
も
面
白
く
て
役
に
立
つ
情

報
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
お
天
気
や
防
災

に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

防
災
士　

宮
下
英
治

　

気
象
情
報
や
土
砂
災
害
の
警
戒
情
報
、
河

川
等
の
洪
水
情
報
は
、
気
象
庁
や
愛
知
県
な

ど
の
公
共
機
関
の
、
停
電
情
報
は
中
部
電
力

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　 

Y
A
H
O
O
!
防
災
速
報

　

町
や
気
象
庁
等
が
発
信
す
る
情
報
を
集
約

し
て
共
有
す
る
国
の
防
災
シ
ス
テ
ム
｟
Ｌ
ア
ラ

ー
ト
｠
と
連
動
し
た
災
害
情
報
の
受
信
や
情

報
収
集
が
可
能
な
ア
プ
リ
で
す
。

　 

中
部
電
力
停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
停
電
情
報
の
通
知
の

受
信
や
、
復
旧
情
報
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
停
電
情
報
や
設
備
に
関
す

る
相
談
が
行
え
る
ア
プ
リ
で
す
。

防
災
に
役
立
つ
無
料
ア
プ
リ
を
紹
介
し
ま
す

　

台
風
が
到
来
し
た
時
に
町
が
発
令
す
る
緊

急
情
報
や
避
難
情
報
は
次
の
方
法
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　

防
災
行
政
無
線

　

警
戒
レ
ベ
ル
３
｟
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
｠
以
上
の
避
難
情
報
は
町
が
発
令
し
ま
す
。

こ
う
し
た
、
緊
急
性
が
高
い
情
報
は
防
災
行

政
無
線
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
緊
急
情
報
」
で
は
、
緊
急

時
に
警
戒
情
報
や
避
難
情
報
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
「
防
災
情
報
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

こ
の
記
事
で
紹
介
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
リ
ン
ク
集

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
、
普
段
か
ら
の
防

災
へ
の
備
え
に
も
活
用
で
き
る
町
の
防
災
ペ

ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

 

と
う
え
い
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

緊
急
時
に
は
、

普
段
の
画
面
か

ら
緊
急
情
報
画

面
に
切
り
替
わ

り
、
経
過
情
報

の
ほ
か
町
営
バ

ス
の
運
行
状
況

や
町
施
設
、
学

校
な
ど
の
開
設

状
況
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

町
の
緊
急
情
報

気
象
情
報
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
情
報

自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
た
め
に

　

こ
れ
か
ら
、
梅
雨
入
り
と
と
も
に
大
雨
や
台
風
な
ど
土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま
る
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。
近
年
で
は
、
昨
年
の　

令
和
元
年
東
日
本
台
風　

を
は
じ
め
、
台
風
の
大
型
化
や
広

域
化
、
局
地
的
な
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
前
に
、
自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
ど
の

よ
う
に
得
ら
れ
る
か
紹
介
し
ま
す
。 ”

“



問合せ 東栄町商工会　　☎７６ ・ ０５30

４月２９日（水）の草刈りの様子
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河川の草刈りにご協力をお願いします

TOWN TOPICS
まちの話題

尾林克時さん（70）が
旭日雙光章を受章されました
　尾林さん（御園）は、昭和58年4月に東栄町議会議員に当

選して以来、6期24年の永きにわたり在職し、そのうち約6

年間、議会議長を務め、議会の円滑な運営に尽力されました。

　さらに、平成23年4月に東栄町長選挙に当選し、１期4年

間にわたり、道路整備、住環境整備、教育文化の向上など

に力を注ぎ、高邁な政治信念の下、地方自治の伸展、町の

振興に多大な貢献をされました。

　「地域の皆さまや家族のご支援のおかげです。」と感謝

を述べられました。

渡邉充夫さん（75）が
黄綬褒章を受章されました
　渡邉さん（本郷）は、宝文堂書店に勤務し、50年以上に

わたり町内や新城市内の小中高校への教科書供給に尽

力されました。

　現場の先生と密に連絡を取り合い、教科書を過不足なく

全員に届ける「完全供給」に努められました。 「教科書は

税金で配られるため、数字には細心の注意を払う。」 と渡

邉さん。　「先生方や、皆さんの協力のおかげで受章するこ

とができました。」と感謝を述べられました。

高木重一さん（70）が
瑞宝単光章を受章されました
　高木さん（古戸）は、昭和42年7月に振草郵便局に就職

して以来、長岡郵便局、東栄郵便局と39年以上にわたり

在職し、郵政業務に尽力されました。

　公務員としての責任感を胸に、苦労もあったが「町民の皆

さまの暮らしを支える」という想いで職務に努められました。

　「同僚、町民の皆さまのおかげで長年、勤め上げることが

できました。」と感謝を述べられました。

　振草川漁業協同組合では大千瀬川流域の河川環境整

備活動として、今年度２度目の草刈り活動を行います。町

民の皆さまのご協力をお願いします。

実施日　　　６月２１日（日）午前中

実施場所　　各地区に分かれます。

　　　　　　（詳細は地区役員からご連絡します。）

　ご協力いただける方は、東栄町商工会までご連絡くだ

さい。詳細は後日とうえいチャンネルにてお知らせします。

おばやし　かつとき

きょくじつそうこうしょう

わたなべ　みつお

おうじゅほうしょう

たかぎ　しげかず

ずいほうたんこうしょう



高校卒
短大卒
大学卒

150,600円
163,100円
182,200円

1.3月分
1.3月分
2.6月分

0.925月分
0.975月分
1.9月分

2.225月分
2.275月分
4.5月分

144,800円
ー
ー

ー
200,700円
212,600円

大学卒
高校卒

一般
行政職

270,700円
ー

 232,200円
ー

ー
 233,100円

ー
 321,400円

一般行政職

区　　分

区　　分

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

早期・定年自己都合

期末手当 勤勉手当 計 給  料（月額）

報  酬（月額） 期末手当

技能労務職 保健師

１０年以上
１５年未満

１５年以上
２０年未満

２０年以上
２５年未満

２５年以上
３０年未満

平成２７年度
平成２８年度
平成２9年度
平成30年度
令和元年度

225,388千円
226,973千円
238,673千円
234,685千円
 230,815千円

101,545千円
99,151千円
115,028千円
159,797千円
180,492千円

326,933千円
326,124千円
353,701千円
394,482千円
411,307千円

70人
66人
66人
75人
108人

4,670千円
4,941千円
5,359千円
5,259千円
3,808千円

89.9％
89.4%
90.6%
89.1%
87.1%

給　　料 職員手当 給　　与 職員数 1人当たり給与 ラスパイレス指数

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与を100とした場合の東栄町職員の給与水準です。　
※令和元年度は決算認定前のため、見込みの数字です。　　※職員数は平成31年４月１日現在の人数です。 
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東栄町職員の給与費・特別職の報酬等を公表します

１．職員給与費の状況（普通会計決算）

２．職員の初任給の状況（月額）

４．職員手当の支給割合（令和元年度）

６．一般行政職の級別職員数の状況

５．特別職の報酬などの状況 

３．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

期末手当
勤勉手当

退職手当

６月期
１２月期
合  計

職務内容
職員数
構成比
前年比

主事補
35

 46.67%
9.17ポイント

主　事
9

12.00%
1.06ポイント

係　長
19

25.33%
-5.92ポイント

課長補佐
2

2.67%
-2.02ポイント

課　長
8

10.67%
-0.27ポイント

課　長
2

2.67%
-2.02ポイント

町　長
副町長
教育長

605,000円
518,000円
456,000円

０．５割削減
０．５割削減
０．５割削減

議　長
副議長

常任委員長
議　員

280,000円
200,000円
190,000円
180,000円

６月期
１２月期
合  計

2.465月分
2.465月分
4.93月分

勤続２０年 
勤続２５年 
勤続３５年 
最高限度額

19.6695月分
28.0395月分
 39.7575月分
47.709月分

24.586875月分
33.27075月分
47.709月分
47.709月分

（平成31年４月１日現在）

（令和2年４月１日現在）

（令和2年４月１日現在）

（令和2年４月１日現在）
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㈱現代けんこう出版

アルフレッサ㈱ 豊橋支店

㈱八神製作所 豊橋営業所

㈱田中組

長谷水道

㈱東海分析化学研究所

㈱田中組

㈲森建設

㈱愛河調査設計 新城支店

委託

物品

物品

工事

委託

委託

工事

工事

委託

業種

3,460

18,480

1,550

18,800

3,050

7,510

6,000

8,200

1,750

68,800

18,500

19,114

特定健診受診勧奨・生活習慣病予防教室業務委託

一般撮影FPD装置購入

グリコヘモグロビン分析装置購入

林道小田沢登線舗装工事

簡易水道施設点検業務委託

東栄町簡易水道事業水質検査業務委託

林道名倉線改良工事

林道反沢線改良工事

町道路線整備設計業務委託

工　事　名　等
令
和
２
年
度

４
月
の
入
札
結
果

計

業者名等 落札金額【千円】 予定価格【千円】

※税抜き

まちからのお知らせ

後期高齢者医療制度の保険料率改定のお知らせ

保険料が増加する理由

後期高齢者医療  電話窓口のご案内
愛知県後期高齢者医療広域連合では、後期高齢者医療の保険料に関する電話窓口を開設します。

保険料の算定方法や保険証の負担割合等については、下記の電話番号へお問い合わせください。

平成30・令和元年度の保険料率

所得割率

被保険者均等割額

所得割額

（所得金額 ー 33万円）

× 所得割率

被保険者均等割額

被保険者一人当たり

保険料(年額) 

(限度額64万円)

※100円未満切捨て

8.76%

45,379円

令和2・3年度の保険料率

所得割率

被保険者均等割額

9.64%

48,765円

平成30・令和元年度

一人当たり平均保険料(年額)

83,781円

令和2年度

一人当たり平均保険料(年額)

92,191円

後期高齢者医療制度では、財政運営期間を２年間としており、この期間の医療給付費等の財源に充てるため、

令和２・３年度の保険料率を下記のとおり改定しました。

1　被保険者一人当たりの医療給付費が伸びたこと

2　高齢者人口が増加したことにより、後期高齢者負担率 (※) が 11.18% から 11.41% になったこと   

　　※医療給付費に占める保険料負担の割合を、国が全国一律に決定するもの。

保険料の計算方法
保険料は所得金額に応じて計算されます。

所得の低い世帯を対象に、法律

で定められた軽減制度に上乗

せした特例の軽減が行われて

きましたが、令和元年度から令

和３年度にかけて段階的に特

例が廃止されることとなりま

した。

一人当たり平均保険料額の増

加には、この制度見直しによる

影響も含まれます。

9.64％ 48,765円

ご利用には通信料がかかります。電話番号のおかけ間違いにご注意

ください。こちらの電話窓口は受信専用です。還付金の案内や口座を

指定して振込をさせたり、金融機関のATMの操作を指示することは

一切ありません。不審な電話がありましたら、住民福祉課国保住民係

までお問い合わせください。

【電話番号】 0570-011558 

【期間】 令和2年7月13日(月)〜令和2年8月31日(月)

　　　　　※土曜日、日曜日、祝日も開設

【時間】 午前8時45分〜午後5時15分

後期高齢者医療保険料額決定通知書は、7月に通知します。  納付方法など納付に
関するご相談については、住民福祉課国保住民係までお問い合わせください。 住民福祉課国保住民係　　☎76・0503

令和2・3年度



広報とうえい  2020.6月号7

子育て世帯の生活を支援するために一時金を支給します！

子育て世帯への臨時特別給付金のご案内

はじめに・・・申請は必要ですか？
今回、支給を受けるにあたって、改めて申請は不要です。

※公務員については、申請が必要になりますので、各所属の子育て世帯への臨時給付金担当へお問い

　 合わせください。

１  だれがもらえるの？（支給対象者）
令和２年3月分の児童手当を受給される方です。

特例給付支給対象者は対象外となります。(児童1人につき、月5,000円支給されている方。)

２  うちの子は、対象になるの？（対象児童）
児童手当の令和２年3月分の対象となる児童です。

※同年3月分の児童手当の対象となっている児童であれば、4月から新高校1年生となっている場合

　 等も対象となります。

３  いくらもらえるの？（給付額）
対象児童1人につき、１万円です。

４  いつもらえるの？（支給時期）
対象の方には、6月下旬の支給を予定しています。支給日が決まりましたら、とうえいチャンネルで

報告します。対象でありながら、入金の確認ができなかった場合には、東栄町役場住民福祉課まで

お問い合わせください。

５  どんなかたちでもらえるの？（支給方法）
令和2年3月分の児童手当を受給している口座に振り込みます。

【ご注意ください】
※児童手当の支給に当たって指定していた口座等を解約等しており、給付金の支給に支障が生じる恐れが

　 ある場合は、児童手当の振込指定口座の変更手続等をお願いします。

※上記につきましては、令和2年6月20日までに必ずご対応をお願いします。 なお、指定口座への振込が

　 口座解約・変更等によりできない場合は、子育て世帯への臨時特別給付金が支給されません。 

※当該口座の変更等に支障がある場合には、東栄町役場住民福祉課社会福祉係までお問い合わせください。

令和2年度

住民福祉課社会福祉係　　☎76 ・ 0503問合せ



技
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先

〖
県
民
相
談
総
合
窓
口
｟
主
に
休
業
等
の
協
力

　

要
請
に
関
す
る
こ
と
｠〗

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
７
５
４
３

〖
中
小
・
小
規
模
企
業
総
合
相
談
窓
口

　

｟
主
に
経
営
や
資
金
繰
り
支
援
な
ど
｠〗

　

県
経
済
産
業
局
産
業
政
策
課　

　
　
　
　

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
３
３
０

〖
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

｟
主
に
労
働
に
関
す
る
相
談
｠〗

　

県
労
働
局
労
働
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
５
２
・
５
８
９
・
１
４
０
５

〖
中
小
企
業
者
へ
の
金
融
支
援
〗

　

県
経
済
産
業
局
中
小
企
業
金
融
課

　
　
　
　

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
３
３
３

求
職
者
の
皆
さ
ま
へ

委
員
長

加
藤　

鬨
也 

｟
奈
根
｠

委
員

佐
々
木
惠
輔 

｟
下
田
｠

委
員

青
山　

丈
子 

｟
古
戸
｠

委
員

長
野　

好
孝 

｟
本
郷
｠

補
充
員

堂
地　

雅
子 
｟
本
郷
｠

補
充
員

伊
藤　

長
司 

｟
本
郷
｠

補
充
員

森
下　
　

正 

｟
三
輪
｠

補
充
員

村
松　

裕
子 

｟
本
郷
｠

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

し
た
事
業
者
の
皆
様
か
ら
の
様
々
な
相
談
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
「
県
民
相
談
総

合
窓
口
｟
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
｠」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
に
関
す

る
相
談
等
に
総
合
的
に
対
応
す
る
た
め
、
県

機
関
｟
産
業
政
策
課
、
中
小
企
業
金
融
課
な

ど
｠、｟
公
財
｠あ
い
ち
産
業
振
興
機
構
、
県
信

用
保
証
協
会
、
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
各

商
工
会
議
所
・
商
工
会
に
総
合
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
連
し
た
経
営
相
談
に
も
無
料
で
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
当
面
の
間
、
来
所
に
よ
ら
な
い
下
記
の

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

｟
１
｠
郵
送
に
よ
る
求
職
申
請
手
続
き

｟
２
｠
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
求

　
　

職
申
込
や
求
人
情
報
収
集

｟
３
｠
電
話
に
よ
る
職
業
相
談
・
職
業
紹
介

｟
４
｠
求
職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
活
用

　

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
引
き
続
き
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
開
庁

し
て
い
ま
す
の
で
、
窓
口
で
の
相
談
や
手
続

き
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

電
波
の
ル
ー
ル
は

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う

　

電
波
の
利
用
に
は
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
無
線
機
器
を

使
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
「
技

適
マ
ー
ク
」
が
付
い
て
い
る

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、
防
災
行

政
無
線
や
テ
レ
ビ
放
送
等
に
妨
害
を
与
え
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
国
内
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省　

東
海
総
合
通
信
局

・
不
法
無
線
局
の
相
談

　
　
　
　

☎
０
５
２
・
９
７
１
・
９
１
０
７

・
テ
レ
ビ
等
の
受
信
障
害
の
相
談

　
　
　
　

☎
０
５
２
・
９
７
１
・
９
６
４
８
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選
挙
管
理
委
員

中
小
・
小
規
模
企
業
向
け
の
支
援

６
月
１
日
か
ら
６
月
10
日
は
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
で
す

感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

ら
れ
て
お
り
、
灯
油
用
ポ
リ
容
器
へ
ガ
ソ
リ

ン
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
携
行
缶
に
貼
ら
れ
て
い

る
注
意
事
項
に
留
意
し
て

取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
に
お

い
て
、
携
行
缶
へ
ガ
ソ
リ

ン
を
入
れ
る
こ
と
は
、
ス

タ
ン
ド
の
従
業
員
が
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〖
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行 

　

缶
へ
入
れ
て
販
売
す
る
こ
と
に
つ
い
て
〗

　

令
和
元
年
７
月
に
発
生
し
た
京
都
市
の
爆

発
火
災
を
受
け
、
ガ
ソ
リ
ン
の
適
正
な
使
用

を
徹
底
す
る
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
ま
た
は
混
合

油
を
携
行
缶
で
購
入
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
、

①
本
人
確
認｟
運
転
免
許
証
の
提
示
な
ど
｠

②
使
用
目
的
の
確
認

を
行
う
と
と
も
に
、
販
売
記
録
を
作
成
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
危
険
性
を
正
し
く
理
解
し
、

適
切
な
方
法
で
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
危
険

物
の
貯
蔵
・
取
り
扱
い
に
関
す
る
こ
と
は
、

消
防
本
部
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

新
城
市
消
防
署 

予
防
課 

危
険
物
係

　
　
　

  

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
９

　

６
月
７
日
｟
日
｠
か
ら
１
３
日
｟
土
｠
ま
で
、

危
険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
的
に
危
険
物
安
全

週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
推
進
標
語

　
　
「
訓
練
で

　
　
　
　
確
か
な
信
頼
　
積
み
重
ね
」

〖
ガ
ソ
リ
ン
を
取
り
扱
う
と
き
の

　

注
意
事
項
に
つ
い
て
〗

　

ガ
ソ
リ
ン
は
引
火
性
が
非
常
に
高
く
、
取

り
扱
い
を
誤
る
と
大
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
取
り
扱
う
際
は
次
の
事
項
に

つ
い
て
十
分
注
意
し
て
、
安
全
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

①
危
険
物
は
危
険
性
の
違
い
に
よ
っ
て
使
用

で
き
る
容
器
の
材
質
と
容
積
が
法
令
で
定
め

危
険
物
安
全
週
間 

左
か
ら

長
野
好
孝
、
佐
々
木
惠
輔
、

加
藤
鬨
也
、
青
山
丈
子

令
和
２
年
４
月
１
日
付



出
典
：
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

認
知
症
予
防
へ
向
け
た
運
動
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
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観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で

　

つ
く
る
！

Vol.35

食
べ
て
応
援
！
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

ポ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た

　

3
月
か
ら
P
R
を
行
っ
て
い
る
「
＃
東

栄
町
お
持
ち
帰
り
グ
ル
メ
」
の
企
画
と
連

動
し
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

を
行
っ
て
い
る
会
員
飲
食
店
等
の
皆
さ
ん

に
共
通
ポ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た
。
ポ
ッ

プ
を
目
印
に
、
皆
さ
ん
の
食
卓
に
も
”お

持

ち
帰
り
グ
ル
メ

“
を
取
り
入
れ
て
、
町
内

飲
食
店
を
一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

会
員
専
用
L
I
N
E

始
め
ま
し
た
！

　

当
協
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
連

絡
を
よ
り
円
滑
に
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
会
員
専
用
の
L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
ま
し
た
。
会
員
事
業
者
さ
ん

の
最
新
情
報
や
事
業
相
談
、
受
注
受
付
等

L
I
N
E
を
通
じ
て
連
絡
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
を

も
と
に
H
P
、
S
N
S
、
観
光
案
内
所
等

で
の
情
報
発
信
、
相
談
に
対
す
る
対
応
を

し
ま
す
。
ま
た
、
当
協
会
か
ら
会
員
の
皆

さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ
や
ご
案
内
も

L
I
N
E
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。
ア
カ

ウ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
協
会
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

«通
常
総
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
»　

　
　

例
年
5
月
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
通

常
総
会
は
、
6
月
下
旬
を
め
ど
に
延
期

と
し
、
状
況
を
見
て
書
面
評
決
を
行
う
な

ど
検
討
を
進
め
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

 

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 　
　
　
　
　
　

☎
７
６
・
１
７
８
０

　
　

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

地
域
の
集
ま
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
自
粛
生
活
に
よ
っ
て
脳

へ
の
刺
激
が
減
っ
て
し
ま
う
と
、
認
知
症
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

脳
を
積
極
的
に
使
っ
て
認
知
機
能
の
低
下

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
・・・

　

コ
グ
ニ
シ
ョ
ン
｟
認
知
｠
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

｟
運
動
｠
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。
コ
グ
ニ
シ

ョ
ン
課
題
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
課
題
を
同
時
に

行
う
こ
と
で
、
脳
と
か
ら
だ
の
機
能
を
効
果

的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は！

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

●問い合わせ先   東栄町地域包括支援センター  ☎７６・１７４０

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
認
知
症
を
予
防
し
よ
う

ষ֥׋֌֞׈Ւ׸׻׮،֭വᄮבᇥև֞׉Ւ೚ב༣֎ზ෾֭

෾בᇥև֧֞׉ዻy֩ሑሓבಀ֖֥׆ֽ֖־օՓ
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

と
も
な
い
臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
状
態

が
長
く
続
き
、
子
ど
も
た
ち
も
大
変
な

こ
と
と
思
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
家
庭

学
習
の
仕
方
を
伝
え
た
り
、
充
実
を
図

っ
た
り
す
る
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
取
り

組
み
を
し
て
み
ま
し
た
。

　

「
わ
く
わ
く
ス
イ
ッ
チ
を
お
す
の
は

今
だ
！
」と
い
う
家
庭
学
習
の
手
引
き

を
は
じ
め
、
と
う
え
い
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
の
担
任
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

配
信
。
ブ
ロ
グ
へ
の
学
級
通
信
等
の

掲
載
や
電
話
連
絡
。４
月
末
か
ら
は
、

「
下
駄
箱
ポ
ス
ト
」を
開
設
し
、
子
ど

も
た
ち
の
下
駄
箱
を
通
し
て
週
に

一
回
の
お
た
よ
り
や
課
題
の
配
付
、

課
題
の
提
出
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
と
う
え
い
チ
ャ
ン
ネ

ル
や
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

４
月
７
日
｟
火
｠
、
令
和
２
年
度
入

学
式
・
始
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
来
賓
を
少
な
く
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
２
・
３
年
生
が
、
前
日
に
心
を

込
め
て
準
備
し
た
会
場
に
新
入
生

が
入
場
し
、
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中

で
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
22
名
の
元

気
の
よ
い
返
事
の
あ
と
、
校
長
先
生

が
「
入
学
認
定
」
し
ま
し
た
。校
長
先

生
は
「
心
に
木
を
植
え
ま
し
ょ
う
」

「
本
気
」
と
い
う
木
｟
気
｠
を
中
心
に
、

「
や
る
気
、
元
気
、
根
気
、
勇
気
」と
い

う
木
を
育
て
、
62
本
の
生
徒
の
木
、
21

本
の
先
生
の
木
で
、
東
中
の
森
を
大

き
く
、
豊
か
な
森
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

在
校
生
歓
迎
の
言
葉
で
は
、
東
中

生
の
３
つ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
紹
介

が
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
る
「
団

結
力
」
の
証
と
し
て

「
ス
マ
イ
ル
体
操
」

を
行
い
、
一
緒
に
笑

顔
あ
ふ
れ
る
学
校

を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

新
入
生
誓
い
の
言
葉
で
は
、
「
一

日
一
日
を
大
切
に
し
、
勉
強
と
部
活

動
を
が
ん
ば
り
た
い
」
と
代
表
生
徒

が
強
い
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

臨
時
休
校
が
続
く
中
で
希
望
と

期
待
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
６
日｟
月
｠、
普
通
科
８
名
、
林
業
科

16
名
の
計
24
名
の
新
入
生
が
田
口
高
校
の

門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
座
席
間
隔
を
開
け
た
り
、
換

気
の
徹
底
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し

た
上
で
の
挙
行
で
し
た
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
山
脇
校
長
か
ら
入
学
許
可
を
受
け
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、
新
入
生
代
表
と
し
て
原

田
隼
太
朗
く
ん
｟
普
通
科
、
設
楽
中
出
身
｠

が「
立
志
、
忍
耐
、
誠
意
」の
も
と
努
力
す
る

こ
と
を
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

式
後
は
ク
ラ
ス
開
き
が
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
好
き
な
も
の
を
発
表
す
る
な
ど
自

己
紹
介
を
し
て
交
友
を
深
め
ま
し
た
。

入
学
式
を
迎
え
ま
し
た

　

４
月
７
日(

火)

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
た
め
臨
時
休
校

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
始
業
式
は
中

止
と
し
、
臨
時
の
全
校
連
絡
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
連
絡
会
で
は
山
脇
校
長
よ
り
各

学
年
の
生
徒
に
対
す
る
期
待
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、
細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
の
違
い

を
踏
ま
え
て
、
休
校
期
間
中
は「
自
身
が
他

者
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
の
な
い
」

生
活
を
送
る
よ
う
に
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
期
間
中
の

生
活
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
様
子
で
し
た
。

全
校
連
絡
会

宣誓する新入生代表山脇校長より指導を受ける生徒たち

わ
く
わ
く
ス
イ
ッ
チ
を
お
す
の
は
今
だ
！

22
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

スマイル体操

新入生誓いの言葉

下駄箱ポスト



 

現
在
、
免
許
更
新
業
務
を
休
止
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
迫
っ
て
い
る

方
は
、
有
効
期
限
の
延
長
で
対
応
い
た
し
ま

す
。
免
許
証
の
有
効
期
限
延
長
に
は
手
続
き

が
必
要
で
、
自
動
的
に
更
新
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
失
効
し
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Å

対
象
者

　

有
効
期
限
の
末
日
が
令
和
２
年
４
月
８
日

か
ら
令
和
２
年
７
月
㕳㕱
日
ま
で
の
方

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

  

設
楽
警
察
署　

☎
６
２
・
０
１
１
０

免
許
更
新
の
ご
案
内

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

〜
覚
醒
剤
、大
麻
等
の
乱
用
を
な
く
そ
う
〜

　

日
本
は
、
覚
醒
剤
、
大
麻
等
の
大
き
な
消
費

国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
内
で
覚
醒
剤
な
ど
の
薬
物
で
検
挙

さ
れ
た
人
は
、
平
成
８
年
以
降
、
ず
っ
と
１
０

０
０
人
を
超
え
る
高
水
準
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
は
、
何
度
で
も
繰
り

返
し
摂
取
し
た
く
な
る
性
質
、
つ
ま
り
「
依
存

性
」を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

繰
り
返
し
使
用
す
る
う
ち
に
、
薬
物
の
中
毒

症
状
と
し
て
、「
殺
さ
れ
る
」、「
つ
け
ら
れ
て
い

る
」、「
見
張
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ
た
妄

想
や
幻
覚
が
現
れ
ま
す
。

　

薬
物
の
乱
用
は
、
無
関
係
の
人
々
を
巻
き
込

む
殺
人
や
放
火
な
ど
の
二
次
犯
罪
を
引
き
起

こ
し
た
り
、
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、

家
庭
の
崩
壊
を
招
い
た
り
、
そ
の
悲
劇
は
本
人

の
み
に
は
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

覚
醒
剤
な
ど
の
薬
物
追
放
に
ご
協
力
を

　

覚
醒
剤
や
大
麻
は
、
興
味
本
位
か
ら
気
軽
に

手
を
出
し
た
り
、
覚
醒
剤
が
や
せ
る
薬
、
大
麻

は
音
感
が
良
く
な
る
な
ど
と
騙
し
て
勧
め
ら

れ
た
り
、
覚
醒
剤
の
こ
と
を
Ｓ｟
エ
ス
、
ス
ピ
ー

ド
｠、
大
麻
の
こ
と
を
マ
リ
フ
ァ
ナ
、
ク
サ
な
ど

と
何
か
格
好
の
良
い
も
の
の
よ
う
に
錯
覚
し

て
手
を
出
し
た
り
し
て
、
特
に
若
者
の
間
に
汚

染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歌
壇

四
月
詠
草

内
藤　

久
代

渡
辺　

禮
子

鈴
木　

政
子

山
城　
　

安

伊
藤　

清
子

伊
藤　

義
信

小
石　

直
子

竹
田　

正
子

堂
地　

雅
子

杉
野
み
つ
子

久
々
の
ラ
ン
ド
セ
ル
揺
れ
る
子
等
が
行
く
笑
顔
花
咲
け
明
日
を
信
じ
て

コ
ロ
ナ
禍
に
花
見
叶
は
ぬ
春
昼
を
ひ
た
籠
り
ゐ
て
パ
ズ
ル
解
き
を
り

透
き
と
お
る
鴬
の
歌
道
づ
れ
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
せ
ん
弥
生
の
終
わ
り

平
和
な
る
日
本
に
鞭
を
与
う
る
か
桜
咲
け
ど
も
五
輪
は
延
期

籠
り
い
る
ウ
イ
ル
ス
禍
の
日
開
き
ゆ
く
桜
愛
で
つ
つ
収
束
願
う

霜
枯
れ
と
見
し
も
恵
み
の
露
を
得
て
緑
に
か
え
る
庭
の
若
草

わ
が
窓
辺
仰
げ
ば
さ
く
ら
ほ
ほ
え
み
て
値
千
金
春
の
日
の
逝
く

花
々
の
香
り
も
遠
く
ウ
イ
ル
ス
の
強
敵
に
負
け
る
訳
に
は
い
か
ぬ

我
庭
の
色
と
り
ど
り
の
春
を
撮
り
ラ
イ
ン
で
送
る
コ
ロ
ナ
お
見
舞
い

毎
夜
来
る
い
た
ず
ら
の
鹿
檻
の
中
今
朝
は
猟
師
の
軽
ト
ラ
の
上

　

覚
醒
剤
等
の
薬
物
を
社
会
か
ら
追
放
す
る

た
め
に
は
、
あ
な
た
自
身
が
甘
い
誘
い
に
の
ら

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
の
周
り
で
覚

醒
剤
な
ど
の
薬
物
を
扱
っ
て
い
る
人
を
見
た

り
聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
警
察
本
部
や
最
寄

り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
振
り
込
め
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
2
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
4
｠

3
件 

｟
20
｠

3
件 

｟
4
｠

2
件 

｟
2
｠

0
件 

｟
3
｠

18
件 

｟
91
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
計

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
２
年
４
月

５
月 

新
着
図
書

教
科
書
展
示
会
の
開
催

●
日
本
の
童
謡
・唱
歌
を
い
つ
く
し
む

●
マ
ン
ガ
で
わ
か
る

　

 

チ
ー
ズ
は
ど
こ
へ
消
え
た
？

●
ゆ
め
の
か
な
え
か
た

●
食
べ
ら
れ
た
が
る
果
物
の
ヒ
ミ
ツ

高
橋　

こ
う
じ　

｟東
邦
出
版
｠

星
井 

博
文　

｟扶
桑
社
｠

た
か
い 

よ
し
か
ず　
　
　

　

｟大
日
本
図
書
｠

盛
口　

満　

｟少
年
写
真
新
聞
社
｠

　

 

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
県
民
の
皆
さ
ん

の
教
科
書
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
県
内
29
カ
所
の
教
科
書

セ
ン
タ
ー
で
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

 

展
示
会
に
は
投
書
箱
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

教
科
書
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

６
月
５
日
｟金
｠～
７
月
１
日
｟水
｠

 　
　
　
　

９
時
～
㕱㕶
時

最
寄
り
の
会
場

　

新
城
図
書
館　
☎
０
５
３
６
・２
３
・２
３
３
３

　

設
楽
町
立
田
口
小
学
校
資
料
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・６
２
・０
０
５
９

Å

開
館
時
間
、
休
館
日
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。



施
設
利
用
（
4
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和２年4月の利用者数施　　設　　名 4月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

3,104

1,480

1,624

1,434

− 3）

＋ 1）

− 4）

＋ 5）

転 入

転 出

死 亡

出 生

10

7

8

2

4月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

0

68

2,492

179

0

82

（

（

（

（

（

（

261）

84）

14,320）

 355）

764）

1,539）

0

68

2,492

179

0

82

（

（

（

（

（

（

261）

84）

14,320）

 355）

764）

1,539）

営業当初からの累計利用者数　3,610,606

納
税
等

納期：6月30日（火）

●個人町県民税　　

●国民健康保険料　　●保育料　　　

●水道使用料

　 （下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料　　

●放課後児童クラブ利用料

4月16日～5月15日受付

●
お
悔
や
み

●
お
誕
生

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

　毎年、５月下旬から６月にかけて大治町の

特産野菜の１つである「赤しそ」が旬を迎え

ます。大治町の赤しそは縮れの入り方が良く、

色も濃く見た目がよいと評判です。

　赤しそがまるで赤紫色のじゅうたんのよう

に庄内川河川敷いっぱいに広がる風景に、大

治町のマスコットキャラクターである赤しそ

の妖精「はるちゃん」も大喜びです。

12

大治町友好自治体

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

氏　名　　　　 保護者　  住　所

いおり

伊藤美和子 １００ 本郷

夏目荘恵茂 ９８ 三輪

杉浦八百枝 ８７ 本郷

岡村○一織 龍一 本郷

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届出をされた方も

掲載対象となりますので掲載を希望される場合は、お早めに

住民福祉課へ申し出ください。

広報とうえいの訂正とお詫び
　広報とうえい４月号３ページ「森林体験交流施設の適

正管理」の記事に誤りがありました。

　　　誤 ： ７，２６０万円　　　　　正 ：　７２６万円

　広報とうえい５月号１４ページ「人口と世帯」の記事に

誤りがありました。

      誤 ： 男　１，４９０　　　　　  正 ： 男　１，４７９

読者の皆さまに深くお詫び申し上げるとともに、ここに

訂正します。

→

→



ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

生涯学習
保健事業
ドレミの会

イベント・事業など
たんぽぽの会

ゆめ工房

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会
（本郷・小野）

がん検診

ドレミの会
（市場・金紫）

6 June. 2020

東三河消費生活
東栄相談室
分庁舎第１会議室

住民健診 民生委員児童委員
協議会定例会

親子教室

予防接種

予防接種

美魔女づくり教室

ノーメディアデー

表紙について

　５月１６日（土）に振草川の鮎の友釣りが解禁しました。

河川には、待ち望んでいた人たちの釣を楽しむ姿が

見られました。例年通りの解禁日となりましたが、お

とり店や遊漁券販売所、駐車場等での情報交換の際

などには、十分に距離を取る等の新型コロナウイル

ス感染拡大防止へのご配慮をよろしくお願いします。

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、

中止になる場合があります。中止の際は対象者への個別連絡、とうえい

チャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

広報とうえい  2020.6月号13
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大好きなふるさとのために走ります！

第15回 愛知駅伝出場選手募集！！
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広報とうえい

　はじめてまして、豊田市出身の青木

彩乃です。

　大学では国際社会学を専攻し、途上

国へ旅をしました。卒業後は、メイク

を通して人を幸せにしたいと思い、名

古屋でヘアメイクの仕事をしていまし

た。「美容を通して自分をもっと好き

になれる」そんな美容が持つ可能性を

感じ、化粧品を作ることから挑戦して

みたいと思っていたところ、東栄町で

のビューティーツーリズムを知り、ま

た自分が東栄病院で生まれたご縁も感

じ、暮らすことに決めました。

　東栄町には緑茶や温泉、日本酒、豊か

な自然など、魅力が沢山つまっている

と感じます。そうした地域の豊富な資

源と美容をつなげて、東栄町の地域お

こしのお役にたてるよう頑張ります !

新規職員紹介
東栄町観光まちづくり協会東栄町観光まちづくり協会

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

武者公一さん

東栄町在住歴7年

（本郷）

その 135

 

　今年も｢愛知県市町村対抗駅伝競争大会｣が

愛・地球博記念公園で開催されます。

　町ではこの大会に参加するチームを編成す

るため、出場選手を募集しますので、皆さん奮

ってご応募ください。

　なお、小中学生は、学校を通して募集します。

期日　12月5日(土)　※雨天決行

区間　全9区間

募集選手　ジュニア（男・女）、一般（男・女）、

　　　　　　　40歳以上（男女不問）

　 ※ジュニア、一般の年齢制限については、

　　　お問い合わせください。

申し込み　7月31日(金)までに東栄町教育委員

　　　会へご連絡ください。

　　　応募多数の場合は選考会を行います。 教育委員会　　☎76 ・ 050９問合せ

（地域おこし協力隊）

ご一家


